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1．はじめに

　日本陸上競技連盟科学委員会の跳躍担当では，走

幅跳の跳躍距離を決定する大きな要因の一つであ

る助走スピードに関する各種のパラメータについ

て，強化選手を中心としてコーチや選手に継続的に

フィードバックを重ねてきている（小山ら，2017，

2018）．さらに，2017 年度から計測している踏切 4

歩前から踏切までの接地位置の評価について 2019

年度も継続的に行った．2019 年度は走幅跳の日本

記録を 27 年振りに 2名の選手が更新し（城山選手，

8.40m；橋岡選手，8.32m），それに続く 2019 年度日

本ランキング 3位の津波選手も含めてドーハで開催

された世界選手権に 3名が出場した．世界選手権で

は 2名が決勝に残り，橋岡選手は日本人選手初の入

賞（8位）を果たした．そこで本報告では，2019 年

に行ったフィードバックデータを基に，日本の強化

選手の助走スピードデータ，踏切前の接地位置につ

いて，日本記録の試技も含めて報告する．

2．方法

　本報告では 2019 年度男子走幅跳強化選手 5 名に

ついて報告する（表 1）．表 1 は 2019 年度の測定試

合を示しており，分析対象者の分析試技数，分析

記録の平均およびその範囲を示している．分析は

ファールの試技も含めて全て行っているが，結果で

提示したものは有効試技の結果のみである（追参を

含む）．

　表 1に示した各競技会において，助走路の前方ま

たは後方のスタンドに設置したレーザー式速度測定

装置（JENOPTIK 製，LDM301C）を用いて対象者の助

走中の 1/100 秒毎の位置情報を得た後，助走スピー

ドを算出した．さらに，踏切前のストライドの分

析は，全ての試技をスタンドに設置した 1 台のビ

デオカメラ（Panasonic 社，LUMIX FZ-300，または

Panasonic 社，HX-VX980M）を用いて，踏切板先端

から助走路側 11.0m 地点（三段跳の 13m 踏切板先端）

までを撮影範囲とし，毎秒 120 コマで固定撮影し，

表 1　助走スピード分析および踏切前ストライドに関する測定試合と試技情報
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分析した．なお，本報告では助走スピードに関する

パラメータの中で，助走における最高スピードにつ

いて，踏切 4歩前からの接地位置の中で，踏切 4歩

前および 1歩前のデータを提示する．

3．結果および考察

3.1　助走最高スピードと跳躍記録の関係

　図 1 は各選手の助走スピードと記録の関係につ

いて，2018 年までの測定結果（小山ら，2018）に

2019 年の結果をあわせたものを示している．なお，

各図において過去の測定値として示した比較データ

は，2001 年から 2015 年に科学委員会として測定し

た 780 跳躍（7.01 ～ 8.57m）の分析結果であり，7.00m

から 0.20m ごとに記録別群分けを行い，各群におけ

る平均および標準偏差，最低および最高スピードを

抽出したものである．なお，今回の報告で過去の最

低および最高スピードの範囲を超えている試技が見

られるが，参考データが 2015 年までのデータで作

成しているためである．

　これまでの測定データを総合的に見ると，全て

の選手において助走最高スピードと記録の間には

強い正の相関関係があり（城山，r=0.623，n=81；

橋岡，r=0.831，n=102；津波，r=0.712，n=37；山

川，r=0.646，n=81；小田，r=0.619，n=91，いずれ

も p<0.01），記録の向上に対して助走スピードの向

図 1　各選手の助走最高スピードと跳躍距離の関係
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上が影響していることが示されている．また，2019

年のみで見た場合にも同様の関係が見られる選手が

多く，高いスピードで助走ができていた競技会や試

技で跳躍距離が良い傾向にあった選手が大部分で

あった．一方で，津波選手のように競技会間で同程

度の助走スピードであるが，記録には大きい差が見

られた場合もあった（例えば 19GGP と 19 福井での

比較）．

　2019 年では城山選手と橋岡選手がこれまでの日

本記録（8.25m，1992 年）を更新し，その際の助走

スピードは，城山選手が 10.66m/s（福井 3rd，8.40m），

橋岡選手が 10.67m/s（福井 1st，8.32m）であった．

城山選手は 2014 年から測定をしているが，その中

で有効試技でかつ公認試技（追参を除く）を抽出す

ると，10.66m/s という最高スピードはこれまでの

中で 2番目に高い助走最高スピードであった．一方

で，追参も含めたデータを含めると 10.66m/s は城

山選手の中では決して高いスピードではなく，日本

記録更新時には非常に良い踏切準備から踏切への移

行を伴った空中への跳びだしができていたことが推

察される．

　橋岡選手は 2015 年から測定を続け，測定した有

効試技数は 102 試技ある．その中で，日本記録を更

新した試技（現在は日本歴代 2位）は最も高い助走

最高スピードの試技であった．橋岡選手は 2018 年

に風速＋ 3.5m/s（18 関東インカレ）において 8.30m

を記録し，その際の助走最高スピードが 10.51m/s

であった．2019 年ではほぼ無風に近い競技会にお

いてもその最高スピードを上回ってきており（アジ

ア選手権，福井），高いレベルで記録が安定してい

た理由の 1つとして，助走スピードが高まっていた

ことも要因であろう． 

　小山ら（2018）は 2018 年度の報告の中で，助走

スピードの縦断的測定結果と跳躍記録の関係から，

8.10m ～ 8.50m を跳躍するために必要になると予想

される助走最高スピード（以下，推定最高スピード）

を予測している．城山選手はこの予測に対して，や

や低い最高スピードで 8.40m の記録に達したが，橋

岡選手のアジア選手権での 8.22m や，8.32m の日本

記録はほぼ予測に近いスピードで達成されていた．

そこで，2019 年の結果も加えて各選手の推定最高

スピードを更新したものを表 2に示す．なお，小田

選手は 2017 年以前の助走最高スピートと跳躍距離

の関係がそれ以降の関係を外れる傾向にあるため，

2017 年以前のデータで予測した場合と，2018 年以

降のデータで予測した場合の 2パターンを提示して

いる．

3.2	踏切 4歩前および 1歩前の接地位置と記録の関

係

　図 2は各選手の踏切 4歩前および 1歩前の接地位

置と跳躍距離の関係について，2017 年度（柴田ら，

2017）および 2018 年度（小山ら，2018）の報告に

2019 年度の結果を加えたものである．

　城山選手は 4 歩前の接地位置については 2017 お

よび 2018 年と同様の傾向を示しており，大部分の

試技では 9.00m ～ 9.60m の範囲に接地していた．一

方で，1 歩前の接地位置について 2019 年ではこれ

までに比べてやや踏切に近い位置で接地している傾

向があり，仮に 2.20m を基準にして全体の試技の比

率を見た場合，2017 および 2018 年では 2.20m 未満

の距離に接地していた試技は全体の 22% にすぎな

かったが，2019 年ではその割合が 63% まで増加し，

日本記録の試技の 1歩前の接地位置は 2.18m であっ

た．

　橋岡選手の 4 歩前の接地位置について，2018 年

8.10m 8.20m 8.30m 8.40m 8.50m

 8.40 8.40 10.68 10.74 10.79 10.85 10.91

 8.32 8.32 10.43 10.50 10.57 10.65 10.72

8.23 8.23 10.85 10.94 11.02 11.10 11.18

10.65 10.70 10.74 10.79 10.84

10.56 10.61 10.67 10.72 10.77

 8.06 8.04 10.58 10.64 10.70 10.76 10.82

* 2017 2018

 * 8.04 8.03

m

PB
m

 m/s

表 2　	各選手の助走最高スピードと跳躍距離の関係から推定した 8.10m から 8.50m の記録に対する推定助走

最高スピード
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では 2017 年に比べて遠い接地位置での試技が増え

る傾向にあり，9.30m 以上の接地位置の試技が全体

の 35% に増えていたことが報告されていた（小山ら，

2018）が，2019 年ではさらに接地位置が遠くにな

る傾向にあり，全体の 90% の試技で 9.30m 以上の接

地位置から踏切に入っていた．なお，日本記録の試

技の 4 歩前の接地位置は 9.30m であった．1 歩前の

接地位置については，2018 年では 2017 年に比べて

やや接地位置が遠くなり，大きいストライドで踏切

に入っていく傾向があったことが報告されていたが

（小山ら，2018），2019 年では逆に踏切に近くなっ

ている傾向があり，8.32m の試技では過去の 8.00m

以上の測定試技 12 試技の中で最も 1 歩前の接地位

置が踏切に近かった（福井 1st，1 歩前接地位置：

2.00m）．なお，図 1 に示した助走最高スピードと 4

歩前の接地位置も踏まえて総合的に考えると，高い

助走スピードの中で，遠い踏切 4歩前の位置から大

きいストライドで踏切に向かい，最後の 1歩はスト

ライドが短い中で高いリズム（ピッチ）で踏切に至っ

たと推測される．

　全選手を見た場合に，踏切 4歩前と 1歩前の接地

位置は記録との間には有意な相関関係はほぼ見られ

ていない（橋岡選手の 1 歩前接地位置のみは，記

録との間に有意な負の相関が見られた，r=-0.311，

p<0.05）．一方で，年度ごとの傾向の変化は選手ご

とに生じており，接地位置がより遠くなっている場

合，逆に近くなっている場合など様々なようである．

これまで報告してきたデータは，限られた数名の選

手ではあるが 3 年間に渡って継続して見ていくと，

特に 4歩前の位置が元々近い傾向にあった選手（こ

の中では山川選手）の接地位置が，記録の変化とと

もにより近くなっていくということは見られていな

い．図 2では記録と接地位置の関係であるが，接地

位置は図 1に示した助走スピードと関連しながら記

録へ影響していると考えられる．今後も継続的に測

定を続け，選手のパフォーマンスの変化と踏切前の

接地位置から見た踏切への入りについて検討を続け

ていきたい．
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図 2　各選手の踏切 4歩前および 1歩前接地位置と跳躍距離の関係
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4．まとめ

　本報告では，2017 および 2018 年につづいて助走

スピードと記録の関係，踏切前の接地位置と記録の

関係の縦断的な変化を提示した．2020 年度も継続

的に情報を収集し，個々の選手に応じた目標値の提

案や跳躍の評価をしていきたい．
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